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有機農産物の検査認証制度 に つ い て
の

j品林水産省食品流通局品質謀有機食品企画 野

昨年 7 月 に改正 さ れた 「農林物資の規格化及び品質表
示の適正化 に 関 す る 法律」 い わ ゆ る 改正 ]AS 法が， 本
年 6 月 10 日 に施行 さ れた。 改正 ]AS 法では， 新た に有
機食品の検査認証制度が制定 さ れて お り ， 今後は， 有機
農産物お よ び有機農産物加工食品の 日 本農林規格に適合
す る も のであ る か ど う か に つ い て検査を 受 け た 結果， 合
格 し， 有機 ]AS マ ー ク を つ け た も の で な け れ ば， I有
機」 の表示 を行つ て は な ら な い こ と に な っ た (表示の規
制 は平成 13 年 4 月 l 日 か ら ) 。

I 有機食品 の検査認証制度 を制定 し た 背景

化学的 に 合成 さ れた 肥料や農薬 を使用せずに栽培す る
有機農産物 に 対す る 消費ニ ー ズ の高 ま り を踏 ま え， 農林
水産省では平成 4 年に 「有機農産物及び特別栽培農産物
に 係 る 表示 ガ イ ド ラ イ ンJ を示 し， こ れ を普及 さ せ る こ
と に よ り 有機農産物等の表示の適正化 を 図 っ て き た と こ
ろ であ る 。 し か し な が ら ， こ の ガ イ ド ラ イ ン に基づい て
生産お よ びそ の表示 を行 っ て い る 生産者 も 多 い一方で，
ガ イ ド ラ イ ン に は強制力 が な い た め ， 有機質肥料 を使用
し た だ け で 「有機栽培」 等 と 表示 す る 例 も あ る な ど， 依
然 と し て 不適切な表示 も 多 く ， 消費者の混乱を き た し て
い た 。 ま た ， 加工食品 に つ い て は， 原料の 生産段階で
は， 有機的に栽培 さ れて い て も ， そ の後の流通 ・ 加工段
階で有機的 な 方法 で取 り 扱わ れた か ど う かが不明 な ま
ま ， 消費者に誤認を与え か ね な い表示がな さ れて い る 商
品 も 流通 し て い る 。 こ の た め， 消主�者 は も と よ り ， ガ イ
ド ラ イ ン に 即 し て 農産物 を栽培 し て い る 生産者等か ら
も ， 有機農産物等 に 関 し て適正 な表示が図 ら れ る よ う ，
検査認証制度 を創設 し て ほ し い と い う 要望が高 ま っ て い
た。

一方， 国際的に も ， 有機良産物等 に対す る 表示の適正
化 を 図 る 気運が高 ま っ て き た た め， 国連食糧農業機関
(FAO) と 世界保健機関 (WHO) に よ り 合同 で設立 さ
れた コ ー デ ッ ク ス 委員会 に お い て， I有機的に生産 さ れ
る 食品 の 生産， 加工， 表示及び販売 に 係 る ガ イ ド ラ イ
ン」 が平成 11 年 7 月 に策定 さ れ， 有機農産物等の生産
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基準， 検査状況の仕組みゃ表示 に つ い て の指針が示 さ れ
た と こ ろ であ る 。

こ の よ う な状 況 を 踏 ま え， 我 が 固 に お い て は ]AS 法
に よ り ， 有機食品の検査認証制度が整備 さ れた 。

E 検査認証制度の概要

段林水産大臣か ら 認可 を 受 け た 第三者機関 (登録認定
機関) が有機炭産物 を生産す る 生産行程管理者 (農産物
の生産行程 を管理! し ま た は把握 し て い る 者 で良家や生産
組合等) や有機段産物加工食品 を 製造 ・ 加工 す る 製造業
者を認定 し， 認定 さ れた生産行程管理者や製造業者が 自
ら ， 生産 ま た は製造 ・ 加工 し た も の に つ い て， 有機段産
物の 日 本農林規格 ま た は有機農産物加工食品の 日 本農林
規格に適合 し て い る か ど う か を検査 し て， そ の結果適合
し て い る と 判断 さ れ る 場合 は有機 ]AS マ ー ク を貼付 し，
「有機」 表示が で き る こ と と な る 。 ま た ， 小 分 け 業者が
有機 JAS マ ー ク の付 いた 有機農産物等の小分 け を行い，
小分 け後の出産物等 に ]AS マ ー ク を 貼付 す る 場合， あ
る い は 輸 入 業 者 が 海 外 か ら 輸入 し た 炭産 物 等 に 有 機
]AS マ ー ク を 貼付 す る 場合 も ， 小分 け 業者や輸入業者
は登録認定機|品lか ら 認定 を 受 け る こ と が必要であ る 。

皿 有機農産物 の 日 本農林規格 お よ び

有機農産物加 工食品 の 日 本農林規格

生産行程管理者が農産物 に 有機 JAS マ ー ク を貼付す
る た め に は， I有機炭産物の 日 本農林規格J (平成 12 年
1 月 20 日 告示) を遵守 し て 生産 し な け れ ば な ら な い。
こ の規格に お い て， 有機農産物 は， I農業 の 自 然循環機
能の維持増進を 図 る た め， 化学的に 合成 さ れた肥料お よ
び農薬の使用 を避 け て生産 さ れ る こ と J を 基本的な原則
と し て い る 。 こ の原則 に基づ き ， 園場等の条件， 圏場等
に お け る 肥士宮管理， 圃場に播種又 は植付 け る 種苗， 闘場
等 に お け る 有害動植物 の 防除， 輸送， 選別， 調 製， 洗
浄， 貯蔵， 包装そ の他の工程に かかわ る 管理 と い っ た生
産の方法が定 め ら れて お り ， こ の 中で， や む を 得 な い場
合に使用で き る 資材が掲げ ら れて い る 。 こ の う ち ， や む
を得な い場合に使用 で き る 農薬 (表-1 ) に つ い て は， コ
ー デ ッ ク ス の ガ イ ド ラ イ ン に お い て使用可能であ る と し
て明示 さ れて い る も の を基本 に， 我が国の段薬取締法に
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表 - 1 有機農産物の 日 本農林規格
( や む を得な い場合 に 使用 が可能な農薬)

除虫菊乳剤

デ リ ス 乳剤
デ リ ス 粉

農

デ リ ス 粉剤
な た ね油乳剤
マ シ ン油 エ ア ゾル
マ シ ン油乳剤
硫黄 く ん煙剤
硫黄粉剤
硫黄 ・ 銅水和剤
水和硫黄剤

薬

シ イ タ ケ 菌糸体抽出物液剤
炭酸水素ナ ト リ ウ ム 水溶剤
炭酸水素ナ ト リ ウ ム ・ 銅水和剤
銅水和剤
銅粉剤
硫酸銅

生石灰

液化窒索剤
天敵等生物農薬 お よ び生物農薬製剤
性 フ ェ ロ モ ン剤
誘引剤
忌避剤
ク ロ レ ラ 抽出物液剤
混合生薬抽出物液剤
カ ゼ イ ン 石灰

ノ f ラ フ ィ ン

ワ ッ ク ス 水和剤
二酸化炭素剤

ケ イ ソ ウ 土剤

基 準
除虫菊か ら 抽出 し た も の で
あ る こ と .

ボ ル ド -J'!IJ調製用 に使用 す
る 場合 に 限 る こ と .
ボ ル ド ー 剤調製用 に使用す
る 場合 に 限 る こ と .

展着剤 と し て 使用す る 場合
に 限 る こ と .
展着剤 と し て使用 す る 場合
に 限 る こ と .

保管施設で使用 す る 場合 に
限 る こ と .
保管施設で使用 す る 場合 に
限 る こ と .

(注) 農薬の使用 に 当 た っ て は， 農薬の容器等 に表示 さ れた使用
方法 を遊守す る こ と .

登録されている農薬を掲げている。

また， 同様に， 有機農産物加工食品の生産の原則や生
産の方法について規定した「有機農産物加工食品の日本
農林規格J( 平成12年1月20日告示) が制定され， 製

造業者が加工食品に有機 ]AS マークを貼付するために
は， 本規格を遵守して製造・加工しなければならない。

これらの日本農林規格では， 有機農産物および有機農
産物加工食品の名称の表示についても規定されており，

生産の方法の基準を満たした農産物や加工食品は， r有
機農産物J， r有機農産物加工食品」や「オーガニ ツ ク」
等の名称を記載することができることとしている。 な
お， 改正 ]AS 法では， 有機 ]AS マークのついていない
農産物等に， これら「有機J表示あるいはこれと紛らわ
しい表示を付してはならないこととしており， これに違
反すると罰則規定が適用される。

なお， 無農薬栽培， 無化学肥料栽培， 減農薬栽培， 滅
化学肥料栽培といった特別栽培農産物， さらには有機畜
産物， 有機水産物およびこれらの加工品については今回
の対象となっていない。

お わ り に

改正 ]AS 法は， 本年 6月10日に施行されており， 現

在農林水産省では， 申請に基 づき登録認定機関の登録
(審査) を行っているところである。 また， 登録された

登録認定機関は， 生産行程管理者や製造業者の認定を行
っており， 今後はこれら認定を受 砂た生産行程管理者や
製造業者が生産し， 製造・加工して有機 ]AS マークを
付けた有機農産物や有機農産物加工食品が市場に出回る
こととなる。

なお， 有機 ]A S マークを貼付した食品のみに「有機J
表示ができるとした有機食品の表示規制は， 来年( 平成

13年) 4月1日からとなる。 したがって， 平 成13年4

月1日以降に 出 荷される「有機Jの表示が付いた食品
は， 全て日本農林規格に基づいて生産されており， また
有機 ]AS マークが貼付されていることになる。
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